
福島県農業における風評・市場
対策と漁業との相違

小山良太

福島大学食農学類準備室

多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会
日時：12月28日10時～12時

場所：経済産業省本館地下2階講堂
議題：（風評被害対策等）
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【７年～現状】

• 消費者の懸念30％→10％台（消費者庁、関谷）

• 季節性農産物 市場回復傾向

• 貯蔵性農産物（米・肉） 市場構造の変化

• 海外（近隣諸国） 様々な理由で輸入規制

【要因、対策】トータルに安全性を確認

①産地における放射能汚染対策

②流通過程における検査体制の整備（基準値超え減少）

③小売店舗での販売（新規市場開拓）

④消費者意識の変化（安全性、風化） 2
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貯蔵性の作物。畜産物・穀類
では代替産地へ転換
市場取引順位の低下
＝市場評価の低下が固定化

3



全農福島県本部資料より作成

28年 30年

50 65％
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沖縄県（福島県産米3.8％移出、県内シェア10％

2016年 1ｋｇ＝350円
2017年 1ｋｇ＝396円
2018年 1kg＝440円

2017年2月

2018年12月2016年６月
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福島県における放射能対策の考え方
入口（生産）から出口（流通）までの体系立った放射能対策

JAグループ福島のパンフレットより
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7

規制値以上(注3）

規制値以下（注3）

第
3
段
階

自治体・農協
のスクリーニン
グ検査と国・県
のモニタリング
検査の連携

スクリーニング検査（自主検査）（傾斜検査→中濃度汚染農地、高移行率農産物の
サンプル数を増やす）

スクリーニング検査の結果を受け出荷の可否を決めるモニタリング検査の実施 出荷制限

第
4
段
階

消費者自身が
放射能測定を
実施できる機

会提供

消費地における安全確認のための検査

第
2
段
階

移行率のデー
タベース化と吸

収抑制対策

移行率、土壌分析
によるゾーニング

非食用農産物生
産

低移行率(注2)農産物

生産

高移行率（注2)農産物

生産

第
1
段
階

農地放射性物
質分布マップ
の作成と認証

制度設計

放射能汚染マップの作成
高濃度（注1)汚染

農地
作付、生産制限

汚染なし
中濃度（注1)汚染

農地
低濃度（注1)汚染

農地
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【2012年

度】

【2013年

度】

【2014年

度】
【2015年

度】
【2016年

度】
【2017年

度】
2018

25未満
(Bq/kg)

10,323,674
（99.78％）

10,999,220
（99.93％）

11,013,714
(99.98%)

10,454,908
(99.99%)

10,172,756
（99.999）

9,975,951 8,660,906

25以上
(Bq/kg)

20,357
（0.2％）

6,484
（0.06％）

1,910
(0.02%)

643
(0.006%)

415
(0.002)

32 43

50以上
(Bq/kg)

1,678
（0.016％）

493
（0.0045％

）

12
(0.0001%)

17
(0.0001%)

7
(0.0001%)

0 0

75以上
(Bq/kg)

389
（0.0038％

）

323
（0.003％）

2
(0.00002%

)

1
(0.00001%)

0 0 0

100以
上

(Bq/kg)

71
（0.0007％

）

28
（0.0003％

）

2
(0.00002%

)

0 0 0 0

合計 10,346,169
（100％）

11,006,550
（100％）

11,014,640
(100%)

10,455,569
(100%)

10,173,178 
(100%)

9,975,983 8,660,949

出典：「ふくしまの恵み安全対策協議会」より
https://fukumegu.org/ok/kome/

第3段階：全袋検査の結果（２０１8年１2月12日時点）
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ＦＧＡＰ（ふくしま県ＧＡＰ）と他の認証ＧＡＰ

ＦＧＡＰのイメージ

工程全般

放射性物質対策

食品安全

環境保全

労働安全

農薬適正利用、衛生
管理 等

肥料適正利用、廃棄
物処理 等

事故防止、保護具、
農薬保管 等

法令遵守、記録の作
成・保存 等

残留農薬検査の実
施 等

遺伝子組み換え作
物適正管理 等

事故時対応明確化、
差別禁止 等

責任者の配置、教
育訓練 等

商品回収テスト、
仕入先評価 等

水の管理、資源の
有効活用 等

労働条件の配慮
等

手順の明確化・文
書化 等

JGAP
Basic

JGAP
Advance

GLOBAL

G.A.P.

ＦGAP

ＦＧＡＰ（ふくしま県ＧＡＰ）は、放射性物質対策も含めた農水省ガイドラインに
準拠したＧＡＰにより県が認証する新たな制度です。

認証基準は、「福
島県農産物安全確
保のためのＧＡＰ
推進マニュアル」
及び「福島県安心
きのこ栽培マニュ
アル」です。（対
象品目は、米、麦、
大豆・そば、野菜、
果樹、きのこ）

ＦＧＡＰと他の認証ＧＡＰで求められる点検項目は同じではありませんが、取り組むべき基本項目（食品安
全、環境保全、労働安全、工程全般の基本的な部分）は同じです。

例えば、ＪＧＡＰやGLOBALG.A.P.にあっては、ＦＧＡＰの認証基準となっていない、生態系や人権、国
際取引に関係する管理点（点検項目）が盛り込まれていることから、ＦＧＡＰ認証取得後、これらに追加的に
取り組むことにより、他のＧＡＰ認証取得にスムーズにステップアップしていくことが可能です。

他の認証ＧＡＰ
では明確な基準
がない放射性物
質対策を詳細に
規定しています。

スムーズにステップアップ
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農業と漁業における対策の相違
①農地と切り離した農業（水耕栽培）

非食用農産物（花卉、エネルギー作物）

海水を使用しない漁業はない

②処理開始までの準備期間

原発「事故」と「処理」

③問題核種の特性

セシウム、トリチウム
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